
農業実験実習講習会 実施要領 

 

公益財団法人 全国学校農場協会 

規程制定 昭和 57 年 07 月 

規程改定 平成 21 年 12 月 

最終改定 令和 7 年 12 月 

  

Ⅰ．基本方針 

 1. 会場の選定条件 

1）農業系大学（4年制）・理工系大学（4年制）・農業の試験場・研究所。 

  2）民間（法人・大企業）の研究機関。 

  3）高等学校は、会場として不適当である。 

 2. 講師の選定条件 

1） 大学（4年制）の教授、准教授、同格の講師。 

  2） 試験場、研究所又は研究機関の、主任研究員以上の講師。 

3） 短期大学の教授、同格の講師。 

※ 特殊な科目の場合は、会場・講師共にその業界で権威あるものとする。 

 

Ⅱ．実施計画案の提出について 

全国理事会の審議資料として実施計画案を、本会から送付した用紙に記載して、指定され

た期日までに提出する。 

 

Ⅲ．実施計画書・予算書の提出について 

文部科学大臣提出資料として、全国理事会で審議した結果を踏まえ、実施計画書・予算書

を、本会から送付した用紙に記載して、指定された期日までに提出する。 

 

Ⅳ．実施報告・決算書の提出について 

文部科学大臣提出資料として、各地区の受講修了者名簿も含め、実施報告・決算書を、本

会から送付した用紙に記載して、指定された期日までに提出する。 

 

Ⅴ．研究集録の原稿提出について 

文部科学大臣提出資料として、研究集録の講習会に関する原稿を、本会から送付した用紙

に記載して、指定された期日までに提出する。 

 

Ⅵ．実験実習講習会の履修期間 

受講者はこの講習会（開催は 3日間を基本とする）の全日程を履修することを原則とする。 

 


